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	細菌検査精度管理サーベイ 2026
	‐第2回‐
	このようなお悩みをお持ちの方におすすめです
	ISO, JFS, FSSC等の要求事項の対策をしたい

	―日常検査の検査精度を確認したい―
	細菌検査精度管理の必要性
	信頼性を考えた時の第一要求は、食品微生物検査の与える情報が「正しい」こと
	細菌検査精度管理サーベイとは？

	27,500円 (消費税込)
	【参加費】
	お申込み方法



	食品微生物検査における精度管理の重要性
	　HACCP制度化により食品微生物検査に科学的に立証された検査が求められています。 また、国際認証（ISO、JFS、FSSCなど）の要求事項 にも技能試験への参加が義務付けられています。
	　食品工場の品質管理室において食品微生物検査を担当している検査員は、精度管理プログラムに従い、 自分自身の技量を客観的に知る必要があります。食品中の微生物検査を実施する際には、信頼性の維持および検査技術の向上などを図りながら検査にあたることが望ましく、そのため精度管理を行うことが重要です。

	食品微生物検査におけるミス発生要因とリスクの例
	検査項目
	〈要因〉

	サーベイを受検するとこんなことがわかります！
	・目標菌数（平均値）からの乖離度合い（図1） ・Zスコア解析による判定 ・使用培地や培地調製条件の集計（図2） ・グループ集計（企業グループでの参加）
	技能・精度を客観的に
	→多大なN数の中で自身の
	お申込みはこちら↓


	お申込みから結果確認までの流れ
	qaball@sdc.shimadzu.co.jp


